
新病院オープン！
　創立理念を堅持し、
さらに前進する新年度へ！

同仁会2015ビジョンと今年度方針
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私たちの理念「一視同仁」

史
や
、
日
々
の
変
化
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
臨
機
応
変
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
在
宅
で
の
看

護
や
リ
ハ
ビ
リ
の
醍
醐
味
で
す
。

利
用
者
さ
ま
・
ご
家
族
さ
ま
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

最
近
「
来
て
欲
し
い
け
ど
お
金

が
か
か
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

増
え
て
き
て
、
日
本
の
福
祉
施
策

の
貧
困
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る

毎
日
で
す
。
制
度
改
善
の
運
動
に

よ
り
い
っ
そ
う
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

雨
、
風
、
雪
、
夏
の
暑
さ
と
、

訪
問
は
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に

し
、「
業
務
は
厳
し
く
と
も
、
職

場
は
楽
し
い
」
職
場
作
り
を
心
が

け
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

同仁会同仁会

事業所だより事業所だよりこんにちは！こんにちは！
９

胃
ろ
う
や
人
工
肛
門
な
ど

の
医
療
的
処
置
な
ど
、
耳

原
総
合
病
院
や
他
の
医
療

機
関
と
連
携
し
、
24
時
間

の
緊
急
連
絡
体
制
と
必
要

時
の
訪
問
で
、
医
療
度
の

高
い
方
や
看
取
り
の
患
者

さ
ま
に
も
安
心
し
て
在
宅

療
養
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
困
り
ご
と
の
相

談
や
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
、
一
人
ひ

と
り
が
歩
ま
れ
て
き
た
歴

　

同
仁
会
で
は
、
診
療
報
酬
で
算

定
さ
れ
る
前
か
ら
訪
問
看
護
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
法
人
内
に
は
、

４
ヶ
所
の
事
業
所
が
あ
り
、
今
回

は
そ
の
中
の
一
つ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

み
な
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
と
は
、
堺
区
全
域
と
西
区

の
一
部
エ
リ
ア
を
担
当
し
、
２
０

１
４
年
か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
も
加
わ
り
14
人
の
ス
タ
ッ
フ
で

訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
療
養
上
の
環
境
整
備
、
服

薬
の
管
理
、褥
瘡
の
処
置
、
吸
引
、

ひ
と
り
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら

友
の
会
と
と
も
に
全
役
職
員
で
前
進
を
は
か
り
ま
す

同
仁
会
の
２
０
１
５
年
度　

主
要
課
題

耳原訪問看護ステーション
みなと　　　　　　　　　

〒590-0824
堺市堺区老松町２丁58番１

TEL　072-245-6215
FAX　072-247-0355訪問先で

① 

新
病
院
ス
タ
ー
ト
後
の
５
年
間
を
展

望
し
た
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
中
長
期
経
営
計
画
」
の
確
立　

② 

前
倒
産
か
ら
学
ん
だ
教
訓
で
あ
る

「
３
つ
の
乖
離
（
医
療
と
経
営
、
地

域
と
事
業
所
、
管
理
と
現
場
）」
の

視
点
に
基
づ
く
組
織
の
点
検　

③ 
情
勢
を
変
革
の
視
点
で
と
ら
え
、
日

　

い
よ
い
よ
２
０
１
５
ビ
ジ
ョ
ン
の
象
徴
で
あ
る
新
耳
原
総
合
病
院
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

堺
市
や
地
域
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
連
携
し
て
頂
い
て
い
る
病
院
・
診

療
所
、
介
護
事
業
所
の
み
な
さ
ん
、
友
の
会
や
民
主
団
体
の
仲
間
、
多
く
の

患
者
・
利
用
者
の
方
々
等
、
新
病
院
建
設
を
ご
支
援
頂
い
た
す
べ
て
の
み
な

さ
ん
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
耳
原
総
合
病
院
を
中
心
に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
を
一
体
で

提
供
で
き
る
耳
原
病
院
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
新
年
度
も
さ
ら
に
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
国
憲
法
を
守
り
、
活
か
す
取
り
組

み
④ 

高
砂
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
増
設
と
老
松
診

療
所
と
の
統
合　

⑤ 

資
金
計
画
を
厳
守
し
、
利
益
目
標
を

や
り
と
げ
る
経
営
活
動　

⑥ 

一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
成
長
す
る
過

程
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備　

⑦ 

堺
市
第
６
次
介
護
計
画
へ
の
対
応

⑧ 

最
大
の
強
み
で
あ
る
健
康
友
の
会
の

仲
間
増
や
し
目
標
達
成

◇　
　
　

◇

　

堺
市
内
に
あ
る
同
仁
会
の
病
院
、
診

療
所
で
は
、
無
料
低
額
診
療
制
度
（
患

者
・
利
用
者
さ
ん
の
経
済
状
況
に
よ
っ

て
は
、
同
仁
会
の
判
断
で
一
部
負
担
金

の
免
除
や
減
免
を
行
う
事
の
で
き
る
制

度
）
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多

く
の
み
な
さ
ん
に
活
用
し
て
頂
き
た
い

制
度
で
す
。
ま
わ
り
の
方
に
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

　

同
仁
会
は
創
立
の
理
念
「
無
差
別
・

平
等
」
を
堅
持
し
、
新
病
院
オ
ー
プ
ン

後
も
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
は
頂
か
ず
無
料

低
額
診
療
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
２
０

１
５
年
度
も
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○ 「いのちの平等をかかげ、大阪南部になくてはならない存在として、地域の人々とともに、
保健・医療・介護のネットワークづくりを支え、24時間365日分け隔てなく安全安心信頼の
事業とまちづくりを進めている」

・ 新しい総合病院が完成、
あらたな保険・医療・福
祉の砦に
・  24時間365日の医療・介
護サービスを提供し、高
齢者住宅も含め、高齢者
にやさしい施設とネット
ワークを構築
・ 南ブロック、地域の新た
なネットワークづくりを
すすめ、同仁会５万、南
ブロック10万の共同組織
による地域・草の根の力
を発揮
・ 民医連運動を旺盛にすす
める意思をもち、育ち励
ましあう医師集団、職員
集団の形成
・ ５％以上の経常利益を出
し続ける経営構造の確立
と自己資本20%以上の経
営基盤の確立

・ 新しい総合病院が2015年２月に完成。地域医療支援病院とし
て地域の安心を支えている。

・ 救急搬送数4,000件を超え、総合病院は24時間の安心を支え
ている。透析や介護事業は祝日を問わずサービス提供、ヘル
パーは可能な限り日曜日の訪問にも対応している。

・ 耳原病院グループとしてひまわりの家・里を2013年７月にオ
ープン。

・ 南ブロック合同の健康まつりを開催。事業所間監査など交流
がすすんだ。健康友の会みみはらは支部づくり、たまり場、
専任者配置と組織整備がすすみ、助け合い事業が具体化して
いる。組織現勢は健康友の会みみはらが3.5万世帯、南ブロ
ックの共同組織現勢は6.5万世帯の到達となっている。

・ 職員育成については、人事部創設、目標管理の導入、制度教
育などで理念の継承を意識的にすすめてきた。大阪民医連の
指導と援助の下、研修医は枠いっぱいの受入れを実現してい
る。2009年度→2014年度の常勤職員数比較では、医科医師
83→91　セラピスト31→55　事務102→78 となっている。

・ 経営構造では、自己資本比率＋５％に到達。人件費構造の適
正化を実施、安定した経営基盤は引き続き強化すべき課題。 

○ 30年に一度の大事業　新病院をオール同仁会で成功させよう。
○ 新病院を節目に、前倒産、院内感染事例からの教訓を学び原点に立ち返ろう。３つの乖離
（医良と経営、地域と事業所、管理と現場）の克服を検証しよう。
○ 情勢を変革の視点でとらえ、職員と地域に働きかけよう。
○2020年ビジョンを医療・介護構想、中期計画として確立しよう。
○ 資金計画と連動した2015年度利益予算を確実にやりきろう。
○ 同仁会への信頼は、日々の医療・介護の実践にある。質の評価と向上に取り組み、自らの実
践をふりかえる機会を持とう。
○ 私たちの強みは、友の会の存在と、保健・医療・介護の複合体である事。内外の連携を強化
して、強みを最大限に活かそう。

同仁会2015ビジョン

2015年の姿 ５年間の振り返り到達

同仁会2015年度スローガン（案）

　大阪民医連は、いつでも、どこでも、だれもが安
心して良い医療を提供できる医療機関を目指して
おり、わたしたちの医療活動に共感し、ともに働く
意思がある方を対象に奨学金を貸与しています。
　また、医療をめぐる多様な社会問題への認識を
深め、大学では学べない幅広い視野をもった医師
として成長できるように様々な形でサポートを行
っています。
　ぜひ皆様の近くの医学生および医学部を目指す
学生をご紹介ください。

奨学金制度のご案内
支給対象　医学部医学科１年生から６年生
支 給 額　１～２年生　月額50,000円
　　　　　３～４年生　月額60,000円
　　　　　５～６年生　月額70,000円

お問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
大阪民主医療機関連合会　医学生担当まで

Tel：06-6268-3970　E-mail：igakusei@oskmin.com

医学生を　　　　
ご紹介ください！


